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【緒言】 

フットサルは、欧州では「インドアサッカー」、南

米では「サロンフットボール」と呼ばれて発展して

きていた室内サッカーを基盤として発展を遂げて

きた。アジアでは、イランが最もフットサルの環境

が整備されているといわれており、街中のいたる

ところでフットサルを楽しむことができる。日本で

も、フットサルの普及にともない競技人口も年々

増加してきており、実際のフットサルプレイヤー

は、推定２５０万人とされている。また、ふとサル

の競技スポーツ的側面としては、全国リーグが２

００７年にＦリーグ（日本フットサルリーグ）が開幕

し、将来的には１６チームにまで拡大したいとして

いる。日本においてフットサルは大きな発展を遂

げてきたが、その中で大きな役割を果たしている

のが民間フットサル施設である。フットサルは、プ

レイヤーがプレイヤーを生み、育てていくことで、

コミュニティを育んでいくという特徴があり、民間

フットサル施設はその拠点としての機能を果たし

てきた。そこで本研究は、研究の目的を以下のよ

うに設定した。 

①現在の民間フットサル施設業界の環境を、

記述すること。 

② 立地別にみた民間フットサル施設において、

経営成果を高める 

ために有効な戦略を明らかにすること 

【研究の方法】 

文献研究を行うことで、現在の民間フットサル

施設業界の環境の記述と、立地別にみた民間フ

ットサル施設において、経営成果を高めるために

有効な戦略を明らかにすることを行った。特に、

立地別フットサル施設特性に関しては、コートの

稼働率と競争戦略に着目して述べた。 

【結果】 

 １９９４年に千葉県昭南町に町営のフットサル

コートが開設された。以降２００８年３月まで順調

に施設数を増やしている。本来、フットサルは屋

内競技であるが、日本では、人工芝を使った屋外

施設をきっかけに急速な開発が進み、差別化の

観点からさまざまな立地や業態をとる民間フット

サル施設が出現した。本研究では、施設の立地

を①中心市街地型②郊外都心型③独立立地型に

分類した。 

 民間フットサル施設の稼働率については以下

のことが明らかになった。 

① 施設によらず高い稼働率を維持できている

のは、平日夜間だけである。 

② 平日夜間とは対照的に平日日中は全体的

に低い稼働率を示した。 

③一般的に顧客の休日である土曜日、日曜日、

祝日では平日日中に比べるとその稼働率にはば

らつきがあり、施設によって差が現れる。また、ど

の立地における稼働率についても、中心市街地

型＞ 郊外都心型≧ 独立立地型の傾向があるこ

とがわかった。 

【考察】 

立地は、各々の民間フットサル施設の性格を

決定する中で、変えることのできないものである。



しかし、今回は、３つのタイプに分けたが、各タイ

プの中でも異なる性質を持つ施設が存在すると

予想される。地域の文化なども民間フットサル施

設の性格に影響を及ぼすだろう。３つのタイプを

基本とし、各々の施設の立地条件に応じた施設

経営を行うことが重要になる。また、今後、民間フ

ットサル施設は、他施設との競争を意識した経営

は避けて通れない道であると予想される。多様化

していく顧客のニーズに応え、他施設との競合に

生き残っていくには、まず各施設の性格を明らか

にしておくことが必要であると考える。 


